別記様式７（その２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

青森県知事　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあつては、主たる事務所の所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話番号）
　　　　　　　　　　　　　申請者　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあつては、名称及び代表者の氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　印

誓　　　約　　　書
　動力装置許可申請にあたり、温泉法（昭和２３年法律第１２５号）第１１条第３項において準用する同法第４条第１項第４号から第６号までの各号に該当していないことを誓約します。

　備考　温泉法第４条第１項第４号～第６号及び第１１条第３項
　　　第四条　都道府県知事は、前条第一項の許可の申請があつたときは、当該申請が次の各号のいずれかに該当する場合を除き、同項の許可をしなければならない。

　　　　四　申請者がこの法律の規定により罰金以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又はその執行を受けることがなくなつた日から二年を経過しない者であるとき。

　　　　五　申請者が第九条第一項（第三号及び第四号に係る部分に限る。）の規定により前条第一項の許可を取り消され、その取消しの日から二年を経過しない者であるとき。

　　　　六　申請者が法人である場合において、その役員が前二号のいずれかに該当する者であるとき。

　　　第十一条　温泉のゆう出路を増掘し、又は温泉のゆう出量を増加させるために動力を装置しようとする者は、環境省令で定めるところにより、都道府県知事に申請してその許可を受けなければならない。

３　第四条（第一項第二号に係る部分を除く。）、第五条、第九条及び前条の規定は第一項の動力の装置の許可について、第六条、第七条並びに第八条第一項及び第二項の規定は第一項の動力の装置の許可を受けた者について準用する。この場合において、第四条第一項第一号及び第三号、第五条第二項、第六条、第七条第一項、第八条第一項並びに第九条第一項第一号中「掘削」とあるのは「動力の装置」と、同号中「から第三号まで」とあるのは「又は第三号」と、前条中「掘削が行われた場合」とあるのは「動力の装置が行われた場合」と、「当該掘削」とあるのは「当該動力の装置」と、「温泉をゆう出させる目的で土地を掘削した者」とあるのは「温泉のゆう出量を増加させるために動力を装置した者」と読み替えるものとする。 
　（注）　申請者が法人である場合は、その代表者が、役員全員の分も含めて、該当していないか確認の上、提出してください。
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